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認知症対応型共同生活介護

王禅寺ふるさと村近くに位置し、自然豊かな環境に昨年9月新規開設しました。小規模多
機能が併設されグループホームが1,2階の2ユニットとなっています。まず、ホームの理
念に掲げている.「その人らしく」「笑顔で元気に暮らす。」とのことから入所者の方々
はホームでの暮らしを新たにスタートしました。そのため、職員とのコミュニケーショ
ンを大切にして積極的に関わりを持ち、暮らしの中での楽しみ や今までの人生において
培った来た力を引き出し継続して暮らしに取り入れられるように支援してきました。具
体的には、長年家庭の主婦で家事が得意な方には、食器洗いや食器拭きを職員とともに
行い「ありがとうございます」と感謝の言葉をお伝えする。又掃除の得意な方は一緒に
掃除を行って頂く。洗濯物たたみは丁寧に畳んで下さるのでクリーニング屋さんの様で
すねと楽しく朗らかに毎日の暮らしの中で取り入れています。もちろんお部屋で体調に
合わせてゆっくり過ごれている方々も今までの暮らしの継続になります。次に笑顔で元
気に暮らす。季節の行事を取り入れお月見や節分・ひな祭り　春には、ホームの周りに
桜の花が次々と咲き毎日愛でながら暮らしが出来ました。ふるさと公園を散策して早咲
きの河津桜を見に出かけたり近くの虹ヶ丘公園までドライブに行きました。夏祭りはコ
ロナ禍でフロアごとに持ち味を生かして行いました。手作りのお神輿をつくり、魚釣り
ゲームを行ったり輪投げやくじ引きなど盛り上がりました。 日頃では、好きな将棋をす
る方や編み物・ちぎり絵・塗り絵・懐メロを聴いたり映画鑑賞などを取り入れ楽しんで
頂いています。 気候がよくなってきたので外に出ていい空気に触れ太陽の光を浴び気分
転換を図っています。 コロナ禍で筋力が維持できるように体操を取り入れ工夫していま
す。人と人の【つながり】を大切に心に寄り添い暮らしが豊かになるよう努めている。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

サービス種別
定　 員　 等

令和2年9月1日

令和3年9月1日指 定 年 月 日
1495600569

所　　在　　地

事 業 所 番 号

評 価 結 果
市町村受理日

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和4年1月4日令和3年9月10日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

2021年度

株式会社フィールズ

251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 藤沢トーセイビル３階

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

評  価  機  関
評 価 決 定 日

ヒューマンライフケア株式会社

23 ～ 35

令和3年11月30日

）

ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県川崎市麻生区王禅寺東3-1-24

事業所は小田急線「新百合ヶ丘駅」田園都市線・地下鉄ブルーライン「あざみ野
駅」より東急バス「王禅寺東３丁目」下車徒歩７分。又小田急線「柿生駅」田園都
市線「溝の口駅」より川崎市営バス「日吉ノ辻」下車徒歩３分。正面には森が広が
り、建物全体は低層で景観がよく、静かな自然に恵まれた環境です
＜優れている点＞
法人・事業所理念「笑顔とこころいつでも人が真ん中」「その人らしく」を掲げ、
温かく仲間を迎え入れる環境づくりを目指して、声かけを大切に支援しています。
法人独自の認定資格制度「テクニカルマイスター」を導入し、職員の介護技術を３
段階に分け、正しい知識・技術を身に付け支援しています。施設全体は明るく清潔
感があり、リビングの壁は切り絵の大きな木の作品を飾り四季で変化させ癒しの空
間となっています。壁いっぱいに笑顔の写真を飾り、利用者と作った「ひばり壁新
聞」を掲示するなど、フロア毎に特色があります。面会が思うように出来ない中、
様々なイベントを充実させています。手作りの大きなサイコロですごろくゲームや
見事な神輿を作り楽しむ工夫もしています
＜工夫点＞
「基本情報」「課題分析」「「わたしの暮らしまとめシート」など独自の記録様式
を策定し状況把握に努め、介護計画作成に繋げています。リビングには安心カメラ
を導入し、事故防止に努めています。

■

15 ～ 22

株式会社フィールズ
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

〇 3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

 ユニット名 百合

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

開設研修で職員から意見を集め話合い
理念を作った。それを模造紙に大きく
書き張り出してスタートした。その
後、フロアにパウチをしてすぐわかる
ところに掲示している。理念を共有す
ることで利用者の方々が笑顔で暮らし
ができるように支援している。

事業所理念「その人らしく」は職員が
実践している全てが詰まっています。
昨年８月職員と創り上げ、玄関、各フ
ロア、相談室、ロッカールームに掲
げ、利用者、家族、職員に周知してい
ます。笑顔の絶えない暮らしを大切に
して共有しています。

開設当初、地域の方々に理解して頂け
るようにホームの案内チラシを職員全
員で配布して案内した。その後職員と
利用者が散歩に行くと声をかけられる
ことがある。（現在新型コロナウイル
スが蔓延しているため外出は控えてい
る。）

自治会に加入しています。コロナ禍の
ため交流は控えていますが、近隣住民
の認知症の相談を受けることがありま
す。麻生区の認知症ケアの取り組みに
参加し「認知症にやさしいまちあさ
お」のステッカーを貼り、オレンジ色
の物を飾っています。

開設当初、地域の方々にホームを案内
する時にホームを訪ねて来られご家族
の認知症の相談にされることがある。
その中でご家族の苦労話やこちらから
も認知症の方の思いをお伝えすること
で解決に至らなくとも安心感を与える
ことができた。

新型コロナウイルスが蔓延しているた
め運営推進会議は行うことができない
が行事報告などを行うことで家族に安
心感を与えることができる。面会が難
しい中で会議を行うことはできないが
ご家族や包括支援センターと連携し
サービス向上に生かして行きたい

運営推進会議は２カ月に１回を開催予
定としていますが、開設時よりコロナ
禍のため実施できていません。

運営推進会議開催にむけて、
地域の代表者である自治会長
または自治会役員、民生委員
など外部の方へも少しずつ情
報を発信し、参加依頼してい
くことも期待されます。

近隣の区役所の高齢障害課等連携を密
にして認知症で困っている地域の方が
いるときには今後の方向性を話し合っ
たりケアサービスに結びつくように働
きかけを行っている。その中でそれぞ
れの担当の方々といつでも協力できる
体制作りができている。。

高齢障害支援課や生活支援課と介護相
談、生活保護受給利用者の用件や、受
け入れの相談などもあり、密に連携し
ています。神奈川福祉振興会より研修
や情報収集などメールで確認が出来る
体制が整っています。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

身体拘束等の研修を開設当初から行い
個別に指導を行ってきている。又三ヵ
月に一度委員会を開催し会議の内容に
ついては議事録にて全職員に確認して
いる。。又、全職員が議事録を確認し
ている。

身体拘束その他、行動は制限しないこ
とを「重要事項説明書」で明記してい
ます。身体拘束適正化委員会を定期的
に開催し、「拘束をしないケア」につ
いて、職員に周知し理解を深めていま
す。自己点検シートを活用し、拘束の
有無の確認をしています。

高齢者虐待について定期的に研修を行
い学ぶ機会を持ち事業所内で虐待が行
われないように注意を払っている。そ
のことで何かあればすぐ相談ができる
体制が整っている。

「不適切ケア・虐待防止」を薬品庫や
ロッカールームに掲示し、意識付けに
努めています。虐待防止の研修を定期
的に行い、チェックシートで確認して
います。資料を基に個別で、法人のリ
モート研修も受けています。

職員は成年後見制度についてまだ研修
をおこなっていないが必要に応じて成
年後見制度について情報を共有してい
る。今後、改めて研修の機会を設けた
い。後見制度の基礎知識を習得するこ
とで利用者の理解に繋るので今後計画
的に学んで行きたい。

契約については、契約書を2部作成して
1部は契約者に渡して説明を行う。その
都度、不安なことを尋ね理解して頂い
た上に契約を行っている。次年度の改
定については、契約者に変更点につい
て再度、契約書と同じように確認して
確認印を頂いている。

コロナ禍で家族がホームに来る機械は
少なくなったが生活の様子を伝えたり
介護計画書の説明を行う際、家族等に
ご意見を頂き職員間で話合い共通理解
して進んいる。

日常対話の中から利用者の要望などの
把握に努めています。感染防止対策の
ため、家族は面会に来ることは出来ま
せんが、電話やメール、手紙で意見や
要望を聞いています。行事の写真など
を送り様子も伝えています。後見人の
要望で金銭出納帳が簡素化した例もあ
ります。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

会社としてはエリア会議などで意見を
伝えられる機会がある。その中で他施
設の意見を聞く機会があり、こちらの
意見もいえる環境にある。ホーム内で
は会議や面談等で意見や提案を伝える
ことができる。

フロア会議や面談、連絡ノートで職員
の要望を把握し改善に繋げています。
管理者やユニットリーダーは法人会議
に出席し、職員の意見や提案を会社に
伝える体制が整っています。離職防止
の意見なども出ています。

会社の取り組みとして離職防止のアン
ケートをとり上司を交えて話し合いを
行い働きやすい職場環境作りに努めて
いる。

エリアマネージャー、ブロック長が月
に数回来訪し、管理者や職員の相談な
ど現場の声を聞く体制が整っていま
す。面談やアンケートで資格取得や職
場環境の把握に努め離職防止に役立て
ています。年1回の健康診断、夜勤者は
年２回実施し健康管理しています。

会社として認知症KAIGOマイスターとい
う認定資格の制度があり段階的に認知
症について学びを深めて行くことがで
きる。また中途採用時研修など学ぶ機
会も設けている。

年間計画を作成し職員研修を実施して
います。介護技術を３段階に分けた法
人独自の認定資格の制度があり、職員
は段階に応じて正しい知識や技術を深
めています。法人主催のマンツーマン
によるリモート研修を受講する機会も
設けています。

開設にあたり他拠点で現場研修を行い
ケアサービスについて学んでいる。
又、職員が交流する場となっている。
他拠点の職員と知り合いになることで
その後も交流が広がり情報を交換する
ことでサービスの質の向上に繋がって
いる。

サービスの利用開始にあたっては、ご
家族やそれまでかかわってきた介護支
援専門員など情報を把握しかかりつけ
医の診断書などをもとにその方の認知
症について理解をする。その上でご本
人様から話を傾聴して心配なことやど
んな暮らしを望んでいるのかなど安心
できる暮らしに繋げて行きたい。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

サービスの利用にあたっては、ご家族
の思い・心配ごと・要望などを家族の
立場から伺い誤解のないように丁寧に
対応して安心感が与えられるように連
絡を行うようにしている。

サービス利用については、何を優先し
てケアサービスを行うかをたくさんの
情報の中から優先順位を決めて取り組
んでいる。

グループホームは共同生活介護という
ことで暮らしを共にしていく介護なの
で家事など得意なことや役割として
行って頂けることを見出し充実した暮
らしができるように支援している。

職員は日頃より連絡を密にして様子を
伝えるとともに家族として行って頂け
ること例えば専門医への通院や買い物
の支援など家族の意向を踏まえながら
協力して頂けることについてはお願い
することで絆が深まることもある。

コロナ禍で外出することが難しくなっ
ているが、なじみの人　例えば友人や
兄弟親戚など電話で連絡することで今
までの関係性を継続できる。又、タブ
レットなどのネット環境を生かした支
援も行っている。

入居時の聞き取りや、日常の中で馴染
みの関係を把握し、支援に努めていま
す。家族や兄弟、友人と電話やメー
ル、手紙で関係が途切れないように支
援しています。コロナ禍の為、面会は
出来ませんが、イベントの写真を送
り、家族の安心と喜びに繋げる支援を
しています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

新規開設で職員も入所者の方々も初め
てホームで出会い共同生活を始める。
人間関係を構築するには職員が積極的
に声掛けを行い円滑に暮らしができる
ように間を取り持ち支援している。そ
のことで、難しい関係であっても後に
笑顔で挨拶することができるように
なった。

利用者が病気等で入院したときには家
族や病院の連携室と連絡を取り合い良
い方向になるように努めて来た。又、
利用者が退所してからも家族から連絡
があったりこちらからその後の様子を
伺ったり、相談に乗るなど支援に努め
てきた。

日頃よりコミュニケーションをとり、
その方の希望を把握して、その方の暮
らしを大切にしている。そうすること
でで充実した安心感のある生活ができ
る。

入居時の情報、日常の会話や様子から
「わたしの暮らしまとめシート」を職
員間で共有し、把握に努めています。
農家をしていた経験を活かしプラン
ターで育てたサヤエンドウを収穫した
り、台所仕事の手伝いが好きな人など
の思いを受け止め支援に繋げていま
す。

ご家族等に今までの暮らしについて伺
い出来る限り継続ができるように支援
している。

ケアプランの3表の中に一日の暮らし方
という表を取り入れ暮らしのこだわり
やできること・支援して欲しいことな
どを把握することができる。又、ケア
プラン作成にあたりコミュニケーショ
ンをとり現状の把握に努めている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

ケアプランの作成にあたり職員より会
議などで意見を出し合い又、ご家族と
連絡をとり意向や話を聞いてケアプラ
ンに反映している。

入居時のアセスメントで暫定ケアプラ
ンを作成し１ヶ月間様子を見て、サー
ビス担当者会議で家族の要望を入れた
正式のケアプランを作成します。法人
独自の「わたしの暮らしまとめシー
ト」で見守り,出来ることが増えた利用
者に笑顔が増えた事例もあります。

個別ケアについては日頃より記録用紙
に時間を追って記入している。それを
職員がよく良く読んでいる。その上で
職員会議等で話し合い情報を共有する
ことができる。

食事の提供の仕方を工夫したり飲水量
が安定するようにその方に合わせた飲
み物を工夫して出すことで健康を維持
して元気にくらすことができるなど柔
軟な対応をしている。

近くの公園やお店・病院や学校など地
域資源の活用ということで職員は研修
を通してこの地域のことを学び日頃の
暮らしに役立っている。現在コロナ禍
で外出に制限があるができる範囲で地
域資源を取り入れながら暮らしてい
る。

職員は見学や契約時に医療体制につい
て説明を行っている。又、病院の担当
者より改めて説明を受け契約を結んで
いる。かかりつけ医とも日頃より情報
を共有し連携を取っている。

協力医の内科医と歯科医は月２回往診
します。毎週来訪する訪問看護師は体
調管理を行い、歯科衛生士は口腔ケア
をしています。体調に変化がある場合
は家族に電話で伝えています。専門医
の通院付き添いは基本は家族にお願い
していますが、職員が対応することも
あります。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

かかりつけ医より訪問看護師が定期的
に来ている。又デンタルクリニックよ
り歯科衛生士が定期的に来て口腔ケア
を行っている。そのことから訪問医に
情報が事前に伝わり安い環境になって
いる。

開設当初、病院に挨拶に行きパンフ
レットをお渡しして関係作りを行って
いる。そのうえで入院した場合もケー
スワーカーと連携をとり今後の方針な
どご家族を交え相談して対応してき
た。

終末の看取りの指針について契約の段
階で契約者に説明を行い取り交わしを
している。又、訪問診療と連携を図り
最期を迎えるにあたりご家族に直接連
絡して書類の取り交わしを行う場合も
ある。そのような体制の中、家族とよ
く話合いを行い進めて来た。

入居時に家族、本人に「重度化対応及
び看取りケアに関する指針」と「意思
確認書」で説明します。医師が重度化
の判断をした場合は、「看取りケアに
ついての同意書」で家族の意向を確認
しています。事業所開所１年で1名の看
取り経験があります。

急変や事故発生について連絡の順番や
応急対応など今後研修する機会を設け
て行きたい。

職員は自然災害に対して会議で話し合
い地域の避難先などの情報を共有して
いる。今後、火災や地震・水害など研
修を行って行きたい。

避難訓練は年２回の予定で１回は職
員、利用者が参加し実施済です。消防
署に報告し指導を受けています。階段
踊り場にハザードマップや避難経路を
掲示し、防災意識を高めています。非
常用備蓄は３日分の飲料水、食料をリ
ストで管理しています。

コンロや懐中電灯など総合的
な防災用品についても、リス
ト化した管理が期待されま
す。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

長い人生の中で培わられてきた人格や
プライバシーを大切にして声掛けに注
意している。

管理者、職員はいつも利用者に敬意を
持って話しかけ、理念の「人のつなが
りを大事にする」を実践しています。
薬保管庫に接客心得を掲示し意識を高
めています。入居時に「個人情報の利
用に関する同意書」で情報の取扱方針
を説明しています。

日頃の暮らしの中で話を傾聴すること
で意向や暮らしのご希望を捕らえどの
ようにしたいかを考えられるように働
きかけを行っている。

職員は少人数の暮らしでその良さを生
かしご自分の暮らしができるように支
援している。

入浴後にその方のご希望で髪型を整え
たり洋服選びに気を付けるなど日頃よ
り心配りをして気をつけて支援してい
る。

食事やおやつ、お茶の時間をとても楽
しみにしている。特別食や季節のメ
ニューや手作りおやつなど工夫して喜
んで頂けるように努めている。

職員が準備した食材を、職員が刻み利
用者に合わせた食事形態に調理をして
います。特別食では、うなぎ、ちらし
寿司など好みの食事を楽しみます。パ
ン好きな人にパンの日もあります。利
用者は、食器洗いや配膳など、できる
ことを手伝います。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

食事摂取量や水分量を毎日チェックし
てバランスよく取れているか水分補給
されているなど注意している。不足の
時は柔軟に対応している。

毎食後職員は歯磨きの声掛けを行って
いる。訪問歯科と連携して口腔ケアの
相談を行いその方にあった歯磨きの方
法で行っている。

排泄表を活用して排泄パターンを捕ら
え必要に応じて声掛け誘導を行ってい
る。

排泄チェック表で利用者の排泄パター
ンを把握し、トイレ誘導します。適宜
声かけを行うことで排泄の失敗回数が
少なくなった事例もあります。排便コ
ントロールは、ゼリーや牛乳での水分
摂取や日中の運動で促し、薬を使用す
ることもあります。

排便チェック表を活用して便秘になら
ないように水分量が不足の時は補水を
行うなど注意している。

入浴について生活リズムを把握してそ
の方が入浴が楽しめるように支援して
いる。又、入浴意欲を高めるように声
掛けを工夫している。

基本週２回、午前中に入浴します。季
節のしょうぶ湯、ゆず湯も楽しみま
す。入浴を嫌がる利用者が、山が好き
な場合には「山の中にあるような温泉
ですよ」とその人に合わせた誘い方を
工夫しています。浴室ではみな笑顔に
なり、入浴中は見守りの職員と会話が
弾みます。
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ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

日中の運動量など活動の様子などを把
握して昼夜逆転にならないように、又
安心して休んで頂けるように支援して
いる。

薬に変化があるときには往診記録や連
絡ノートで確認できるようになってい
る。利用者の薬の変更があったときに
は薬の説明書が届くので確認できるよ
うになっている。

アセスメントシートを活用して生活歴
や嗜好品・楽しみごとなどを把握して
暮らしが楽しくなるように支援してい
る。例えば、パン好きな方が多いので
パンの日を設けるなど利用者の方に合
わせて支援を行っている。

コロナ禍で外出が難しいことがあるが
希望を伺い可能な範囲で外出の機会を
設けてきた。例えば、近くの公園を散
策したり近隣の住宅地を散歩するな
ど、天気や気候に合わせて行ってい
る。

天気の良い日には近隣の公園や住宅地
を散歩します。事業所の前庭や近隣の
お稲荷さんで外気浴をして気分転換を
しています。春は公園で花見をした
り、敷地内で筍掘りもしています。

入所時に本人やご家族に確認して進め
ているが高額の場合はご本人が預かっ
て欲しいと申し出たケースもあった。
個別に相談しながら進めている。
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ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

コロナ禍でなかなか面会が難しい状況
にあるので電話を取り次いだり、ご兄
弟に手紙を書いて出されたり今まで継
続してきた関係が途絶えないようにで
きる範囲で支援を行っている。

季節感を感じるために壁紙を作り楽し
んで頂けるように工夫している。食事
の時には、心地よいBGMを流しゆったり
と食事ができるように雰囲気作りを大
事にしている。

入り口ロビーやリビングの壁に、夏祭
りやクリスマス会で利用者が楽しんで
いる写真を飾っています。利用者が職
員と一緒に製作した貼り絵や「ひばり
壁新聞」も飾り、賑やかなリビングと
なっています。利用者はリビングの
テーブルを囲み、談笑して楽しく過ご
しています。

人間関係が円滑になるように居場所の
工夫を行っている。一人になりたいと
きは居室に戻られたり自由に過ごすこ
とができるように配慮している。

居室はその方が使いやすいような環境
になるように工夫している。馴染みの
物を持参されている方も多い。そこか
ら、昔の懐かしい話をされる方もいて
大切に支援している。

エアコン、クローゼット、ミニチェス
ト、介護ベッド、スタッフコールなど
が備え付けてあります。馴染みのある
家具やテレビを持ち込んだり、壁に家
族の写真を飾り、居心地の良い居室に
しています。仏壇、遺影を持ち込み偲
んでいる人もいます。

フロアは自由に歩くことができるよう
に安全面に配慮されている。そのこと
で自立した生活ができるように配慮し
ている。

株式会社フィールズ



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

〇 3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

 ユニット名 さくら

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

開設研修で職員から意見を集め話合い
理念を作る。それを模造紙に大きく書
き張り出して共有して出発した。その
後、フロアにパウチをしてすぐわかる
ところに掲示している。理念を共有す
ることで利用者の方々が笑顔で暮らし
ができるように支援している。

開設当初、地域の方々に理解して頂け
るようにホームの案内チラシを職員全
員で配布して案内した。その後職員と
利用者が散歩に行くと声をかけられる
ことがある。（現在新型コロナウイル
スが蔓延しているため外出は控えてい
る。）

開設当初、地域の方々にホームを案内
する時にホームを訪ねて来られご家族
の認知症の相談にされることがある。
その中でご家族の苦労話やこちらから
も認知症の方の思いをお伝えすること
で解決に至らなくとも安心感を与える
ことができた。

新型コロナウイルスが蔓延しているた
め運営推進会議は行うことができない
が行事報告などを行うことで家族に安
心感を与えることができる。面会が難
しい中で会議を行うことはできないが
ご家族や包括支援センターと連携し
サービス向上に生かして行きたい

近隣の区役所の高齢障害課等連携を密
にして認知症で困っている地域の方が
いるときには今後の方向性を話し合っ
たりケアサービスに結びつくように働
きかけを行っている。その中でそれぞ
れの担当の方々といつでも協力できる
体制作りができている。。
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ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

身体拘束等の研修を開設当初から行い
個別に指導を行ってきている。又三ヵ
月に一度委員会を開催し会議の内容に
ついては議事録にて全職員に確認して
いる。。又、全職員が議事録を確認し
ている。

高齢者虐待について定期的に研修を行
い学ぶ機会を持ち事業所内で虐待が行
われないように注意を払っている。そ
のことで何かあればすぐ相談ができる
体制が整っている。

職員は成年後見制度についてまだ研修
をおこなっていないが必要に応じて成
年後見制度について情報を共有してい
る。今後、改めて研修の機会を設けた
い。後見制度の基礎知識を習得するこ
とで利用者の理解に繋るので今後計画
的に学んで行きたい。

契約については、契約書を2部作成して
1部は契約者に渡して説明を行う。その
都度、不安なことを尋ね理解して頂い
た上に契約を行っている。次年度の改
定については、契約者に変更点につい
て再度、契約書と同じように確認して
確認印を頂いている。

コロナ禍で家族がホームに来る機械は
少なくなったが生活の様子を伝えたり
介護計画書の説明を行う際、家族等に
ご意見を頂き職員間で話合い共通理解
して進んいる。
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ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

会社としてはエリア会議などで意見を
伝えられる機会がある。その中で他施
設の意見を聞く機会があり、こちらの
意見もいえる環境にある。ホーム内で
は会議や面談等で意見や提案を伝える
ことができる。

会社の取り組みとして離職防止のアン
ケートをとり上司を交えて話し合いを
行い働きやすい職場環境作りに努めて
いる。

会社として認知症KAIGOマイスターとい
う認定資格の制度があり段階的に認知
症について学びを深めて行くことがで
きる。また中途採用時研修など学ぶ機
会も設けている。

開設にあたり他拠点で現場研修を行い
ケアサービスについて学んでいる。
又、職員が交流する場となっている。
他拠点の職員と知り合いになることで
その後も交流が広がり情報を交換する
ことでサービスの質の向上に繋がって
いる。

サービスの利用開始にあたっては、ご
家族やそれまでかかわってきた介護支
援専門員など情報を把握しかかりつけ
医の診断書などをもとにその方の認知
症について理解をする。その上でご本
人様から話を傾聴して心配なことやど
んな暮らしを望んでいるのかなど安心
できる暮らしに繋げて行きたい。
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自己評価

実施状況 実施状況
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己
評
価
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部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

サービスの利用にあたっては、ご家族
の思い・心配ごと・要望などを家族の
立場から伺い誤解のないように丁寧に
対応して安心感が与えられるように連
絡を行うようにしている。

サービス利用については、何を優先し
てケアサービスを行うかをたくさんの
情報の中から優先順位を決めて取り組
んでいる。

グループホームは共同生活介護という
ことで暮らしを共にしていく介護なの
で家事など得意なことや役割として
行って頂けることを見出し充実した暮
らしができるように支援している。

職員は日頃より連絡を密にして様子を
伝えるとともに家族として行って頂け
ること例えば専門医への通院や買い物
の支援など家族の意向を踏まえながら
協力して頂けることについてはお願い
することで絆が深まることもある。

コロナ禍で外出することが難しくなっ
ているが、なじみの人　例えば友人や
兄弟親戚など電話で連絡することで今
までの関係性を継続できる。又、タブ
レットなどのネット環境を生かした支
援も行っている。
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ヒューマンライフケア王禅寺グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

新規開設で職員も入所者の方々も初め
てホームで出会い共同生活を始める。
人間関係を構築するには職員が積極的
に声掛けを行い円滑に暮らしができる
ように間を取り持ち支援している。そ
のことで、難しい関係であっても後に
笑顔で挨拶することができるように
なった。
利用者が病気等で入院したときには家
族や病院の連携室と連絡を取り合い良
い方向になるように努めて来た。又、
利用者が退所してからも家族から連絡
があったりこちらからその後の様子を
伺ったり、相談に乗るなど支援に努め
てきた。

日頃よりコミュニケーションをとり、
その方の希望を把握して、その方の暮
らしを大切にしている。そうすること
でで充実した安心感のある生活ができ
る。

ご家族等に今までの暮らしについて伺
い出来る限り継続ができるように支援
している。

ケアプランの3表の中に一日の暮らし方
という表を取り入れ暮らしのこだわり
やできること・支援して欲しいことな
どを把握することができる。又、ケア
プラン作成にあたりコミュニケーショ
ンをとり現状の把握に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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自
己
評
価
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価
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外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

ケアプランの作成にあたり職員より会
議などで意見を出し合い又、ご家族と
連絡をとり意向や話を聞いてケアプラ
ンに反映している。

個別ケアについては日頃より記録用紙
に時間を追って記入している。それを
職員がよく良く読んでいる。その上で
職員会議等で話し合い情報を共有する
ことができる。

食事の提供の仕方を工夫したり飲水量
が安定するようにその方に合わせた飲
み物を工夫して出すことで健康を維持
して元気にくらすことができるなど柔
軟な対応をしている。

近くの公園やお店・病院や学校など地
域資源の活用ということで職員は研修
を通してこの地域のことを学び日頃の
暮らしに役立っている。現在コロナ禍
で外出に制限があるができる範囲で地
域資源を取り入れながら暮らしてい
る。

職員は見学や契約時に医療体制につい
て説明を行っている。又、病院の担当
者より改めて説明を受け契約を結んで
いる。かかりつけ医とも日頃より情報
を共有し連携を取っている。
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価
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

かかりつけ医より訪問看護師が定期的
に来ている。又デンタルクリニックよ
り歯科衛生士が定期的に来て口腔ケア
を行っている。そのことから訪問医に
情報が事前に伝わり安い環境になって
いる。

開設当初、病院に挨拶に行きパンフ
レットをお渡しして関係作りを行って
いる。そのうえで入院した場合もケー
スワーカーと連携をとり今後の方針な
どご家族を交え相談して対応してき
た。

終末の看取りの指針について契約の段
階で契約者に説明を行い取り交わしを
している。又、訪問診療と連携を図り
最期を迎えるにあたりご家族に直接連
絡して書類の取り交わしを行う場合も
ある。そのような体制の中、家族とよ
く話合いを行い進めて来た。

急変や事故発生について連絡の順番や
応急対応など今後研修する機会を設け
て行きたい。

職員は自然災害や火災などについて意
識が高く災害の訓練の取り組みに対し
て積極敵である。今後、避難訓練等を
行い今後に繋げて行きたい。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

長い人生の中で培わられてきた人格や
プライバシーを大切にして声掛けに注
意している。

日頃の暮らしの中で話を傾聴すること
で意向や暮らしのご希望を捕らえどの
ようにしたいかを考えられるように働
きかけを行っている。

職員は少人数の暮らしでその良さを生
かしご自分の暮らしができるように支
援している。

入浴後にその方のご希望で髪型を整え
たり洋服選びに気を付けるなど日頃よ
り心配りをして気をつけて支援してい
る。

食事やおやつ、お茶の時間をとても楽
しみにしている。特別食や季節のメ
ニューや手作りおやつなど工夫して喜
んで頂けるように努めている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

食事摂取量や水分量を毎日チェックし
てバランスよく取れているか水分補給
されているなど注意している。不足の
時は柔軟に対応している。

毎食後職員は歯磨きの声掛けを行って
いる。訪問歯科と連携して口腔ケアの
相談を行いその方にあった歯磨きの方
法で行っている。

排泄表を活用して排泄パターンを捕ら
え必要に応じて声掛け誘導を行ってい
る。

排便チェック表を活用して便秘になら
ないように水分量が不足の時は補水を
行うなど注意している。

入浴について生活リズムを把握してそ
の方が入浴が楽しめるように支援して
いる。又、入浴意欲を高めるように声
掛けを工夫している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

日中の運動量など活動の様子などを把
握して昼夜逆転にならないように、又
安心して休んで頂けるように支援して
いる。

薬に変化があるときには往診記録や連
絡ノートで確認できるようになってい
る。利用者の薬の変更があったときに
は薬の説明書が届くので確認できるよ
うになっている。

アセスメントシートを活用して生活歴
や嗜好品・楽しみごとなどを把握して
暮らしが楽しくなるように支援してい
る。例えば、パン好きな方が多いので
パンの日を設けるなど利用者の方に合
わせて支援を行っている。

コロナ禍で外出が難しいことがあるが
希望を伺い可能な範囲で外出の機会を
設けてきた。例えば、近くの公園を散
策したり近隣の住宅地を散歩するな
ど、天気や気候に合わせて行ってい
る。

入所時に本人やご家族に確認して進め
ているが高額の場合はご本人が預かっ
て欲しいと申し出たケースもあった。
個別に相談しながら進めている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

コロナ禍でなかなか面会が難しい状況
にあるので電話を取り次いだり、ご兄
弟に手紙を書いて出されたり今まで継
続してきた関係が途絶えないようにで
きる範囲で支援を行っている。

季節感を感じるために壁紙を作り楽し
んで頂けるように工夫している。食事
の時には、心地よいBGMを流しゆったり
と食事ができるように雰囲気作りを大
事にしている。

人間関係が円滑になるように居場所の
工夫を行っている。一人になりたいと
きは居室に戻られたり自由に過ごすこ
とができるように配慮している。

居室はその方が使いやすいような環境
になるように工夫している。馴染みの
物を持参されている方も多い。そこか
ら、昔の懐かしい話をされる方もいて
大切に支援している。

フロアは自由に歩くことができるよう
に安全面に配慮されている。そのこと
で自立した生活ができるように配慮し
ている。

株式会社フィールズ




